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＜「地域の情報」と「ﾆｰｽﾞ」の共有＞
10か月開所以降徐々に地域組織の定例会や行事に参加できているが、まだ活動の把握が不足している状況で、さらに
参加できる活動の幅を広げる必要がる。
引続き地域活動や定例会に参加して情報収集を行い、他職種・区とも情報交換を行って地域課題について検討します。
また把握した地域課題に沿った介護予防講座について、他職種や区保健師とも連携して取り組みます。

＜課題解決に向けた働きかけ＞
地域活動の場に参加して地域のニーズを探りながら、生活支援ボランティアや介護予防の体操などの活動や集いの場
など必要なインフォーマルサービスの創出に働きかける。
地域のニーズに合った生活支援・介護予防・社会参加にかかる住民主体の支援や活動につながるような事業を企画
し、地域情報を収集するとともに顔の見える関係づくりを構築します。
ケアプラザ内での関係する専門職との共有の場をつくり、統一した地域支援方針及び地域支援計画に沿って支援しま
す。
＜担い手の発掘・育成＞
 地域にとって必要な取り組みは何か、地域でできることの可能性について、地域内で認識し共有する必要がある。
地区センター・地域ケアプラザの自主事業を実施し、その存在について知っていただき、地域でのつながりを作り、将来
の担い手となれるように関わっていきます。
広報誌やチラシにて、関心をもってもらえるような情報発信をしていきます。

＜既存の取り組み支援＞
地域で福祉・保健サービスを提供・支援し活動している団体、関係機関、企業等を地域の社会資源として各団体
の取り組み内容を理解把握し地域住民に情報共有の為の情報発信を行う。
各職種が地域で行われる地域カフェやサロン、老人クラブや民生児童委員連絡会等の福祉保健活動に参加して
問題・課題等の把握に努め、5職種が各団体へ積極的にアプローチし、得られた情報を共有して、その中から課
題等を抽出し把握します。

□ 区からのコメント

令和5年度 都田地域ケアプラザＰＤＣＡシート_公表用 （事業計画書、事業報告書、事業実績評価）

—総括表—
◆ 事業計画

□ 地域の現状と今後の方向性
都田地区は総人口約2,200人、65歳以上の割合は増加傾向にあり、高齢者率18.41％と区内平均よりもやや高くなっています。都
筑区内で最も広く計画的な街づくりをされた商業施設の多い地域や都筑野菜の生産が盛んな市内有数の農業専用地区、宅地
や業務施設と農地が混在する地域、また一方では大規模な工場や倉庫の多い地域と多彩な環境を有しています。連合町内会
の構成は11自治町内会、これに地区社会福祉協議会、民生委員児童委員協議会、老人クラブ等の活動団体も加わり活発に安
心安全なまちづくり活動が進行中です。
　地域ケアプラザにおいては地域包括支援センター・地域活動交流。生活支援の各部門がしっかりとした支援体制が確立し、地
域福祉・保健活動の拠点として、地域ニーズと課題の把握に努め事業展開及び情報発信を継続的に行い、地域及び活動団体
や関係機関と連携して課題解決と地域福祉保健活動の推進と支援を行います。
　高齢者、子育て、障害児者の各支援を地域支援の３本の支柱とし、偏ることなく施設運営し関連諸団体等との連携を深めなが
ら継続的支援を行い、新たな地域福祉の担い手発掘も含めた福祉保健活動を展開します。

□ 今年度の重点的な取組

◆ 事業報告・事業実績評価

□ 振り返り

—具体的な取組内容－

[地域ケアプラザの相談機能の周知]
開所し２年目ではあるが地域全体への施設の周知がまだできていません。
地域の福祉保健の総合的窓口としての役割を果たすための周知がまだ不十分な状況である。
・介護保険に限らず、多岐にわたる相談を受ける体制つくりと、気軽に相談ができる環境を整えます。
・来所が困難な状況及び遠方エリアには積極的に訪問し、相談を受けます。
・地域と顔の見える関係性作りの為の地域の企画等の活動に参加します。



１　施設の適切な運営について

取組
計画

実績

２　指定介護予防支援事業、居宅介護支援事業

目標

職員
体制

契約
者数

目標

実施
体制

職員
体制

指定介護予防支援事業
第１号介護予防支援事業

ご利用者本人が目標を理解した上で、その意思・選択を第一にした支援を行う。また、地域
にあるインフォーマルサービスも適切に活用し、自立した生活ができるよう支援を行う。

【その他料金】

居宅介護支援事業

可能な限りその居宅において、その有する能力に応じ自立した日常生活を営むことができる
よう、公正中立にサービスの利用調整を行う。

【その他料金】

【サービスに係る費用】
指定介護予防支援に要する費用の額の算定に関する基準（厚生労働省告示第百二十九号）
及び横浜市介護予防ケアマネジメント実施要綱に基づく金額

【サービスに係る費用】
指定居宅介護支援に要する費用の額の算定に関する基準（厚生省告示第二十号）に基づく
金額

令和5年度都田地域ケアプラザ事業計画書・報告書（施設運営、介護保険事業）

地域包括支援センターは、横浜市地域包括支援センター運営事業実施要綱にて、職員の責
務として「包括センターの職員は、公正中立性に十分留意して行動しなくてはならない」とされ
ており、また、居宅介護支援事業者においては、横浜市指定居宅介護支援の事業の人員、
運営等の基準に関する条例にて、基本方針として「指定居宅介護支援事業者は、指定居宅
介護支援の提供に当たっては、利用者の意思及び人格を尊重し、常に利用者の立場に立っ
て、利用者に提供される指定居宅サービス等が特定の種類又は特定の指定居宅サービス
等事業者に不当に偏することのないよう公正中立に行わなければならない。」とされていま
す。、これらの遵守は利用者による適切な自己決定権の確保という観点から最重要課題の
一つと考えています。
① 　相談者の住所地、心身状況、世帯状況、経済状況、意向等を聞き取り、これらを踏まえ
つつ、相談者にとってより有益なサービスを選択するため、介護保険サービス事業者等を含
めた社会資源、社会制度等を分かりやすく説明し、複数の選択肢を提示します。
② 　選択肢の提示の際には、市発行の情報誌「ハートページ」を活用し、さらに各事業者パ
ンフレットや公的機関による公開情報をくわえて、口頭だけでなく、書面（もしくは、タブレット
端末における画面上）による視覚情報も交え分かり易く説明します。
③ 　利用者及び家族がご自身の希望に沿った事業所を選択の支援をします。
④　利用者が自己決定にて選択したサービス提供事業者についても、通常、契約に基づき、
利用者には解除権が付与されており、利用者が解除を希望する際には、新たなサービス提
供事業者を選択可能である事を説明します。

公正・中立性の確保について コンプライアンスへの対応について
（事故防止、個人情報保護等）

事故防止対策及びコンプライアンス遵守
　事故防止は対応フロー、連絡体制、報告・判断基準も明示した法人統一の事故防止マニュ
アルを用いています。ケアプラザの貸館利用者については、災害時の避難誘導の手順、利
用者へ火器使用の際の注意喚起、爆発物、危険物の持ち込み防止、使用後の清掃、電気ガ
スの消し忘れ等をチェックリストにして点検を利用者に周知するとともに、職員もチェックリスト
を用いて日常的に巡視点検を行い事故防止対策に取組みます。
　ケアプラザ内の定例職員会議で、　関係法令を遵守、事故防止、感染症対策、労働安全衛
生等をテーマに対策を検討し、各部署会議で対策の徹底を図ります。また、過去に発生した
事故やヒヤリハットの内容をもとに原因分析を実施し、必要に応じて改善するとともに、職員
研修を実施し、事故防止の徹底を図ります。

個人情報の管理の方針
　地域ケアプラザにおいては、介護保険関連利用者及び施設利用者の個人情報を多数保有
することになります。このため、「個人情報の保護に関する法律」等の法令、厚労省のガイド
ライン、横浜市の「個人情報保護条例」を遵守します。また秀峰会の「個人情報保護に関する
規程」に従って利用者の権利・利益を保護するために、個人情報の適切な取扱に関し必要な
事項を「個人情報保護に関するマニュアル」に定め、職員研修を実施し個人情報保護の意識
向上を図ります。

利用
料金

３　通所系サービス事業

地域密着型通所介護通所介護・第１号通所介護 （介護予防）認知症対応型通所介護

管理者：1名（常勤兼務）、保健師：1名（常勤兼務）社会福祉士：1名（常勤兼務 うち管理者兼
務1名）主任介護支援専門員：1名（常勤兼務）

管理者：１名（介護支援専門員を兼務）
介護支援専門員：５名（兼務１名、専従４名）

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

利用
料金

【サービスに係る費用】

【その他料金】【その他料金】

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

【実施日数】

【提供時間】

【定員】

【サービスに係る費用】

【その他料金】

【サービスに係る費用】

契約
者数
等

【延べ利用者数】 【延べ利用者数】 【延べ利用者数】

【契約者数】 【契約者数】 【契約者数】



収入の部 （単位：円）

当初予算額（A） 補正額（B） 予算現額（C=A+B） 決算額（D） 差引（C-D） 説明

17,996,459 17,996,459 17,996,459 横浜市より

0 0

0 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

1,300,318 1,300,318 1,300,318

19,296,777 0 19,296,777 0 19,296,777

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

12,606,919 0 12,606,919 0 12,606,919

9,882,490 9,882,490 9,882,490

1,286,921 1,286,921 1,286,921

1,308,549 1,308,549 1,308,549

10,000 10,000 10,000

0 0 0

118,959 118,959 118,959

0 0 0

1,623,000 0 1,623,000 0 1,623,000

33,600 33,600 33,600

200,000 200,000 200,000 事務用品・清掃用品他

10,000 10,000 10,000

30,000 30,000 30,000 ｶｳﾝﾀｰ料金

444,000 444,000 444,000 電話料金・郵便料金他

0 0 0 0 0

自販機目的外使用料（横浜市への支出） 0 0 0

その他 0 0 0

100,000 100,000 100,000

0 0 0

43,044 43,044 43,044

7,200 7,200 7,200

2,000 2,000 2,000

53,376 53,376 53,376

0 0 0

0 0 0

699,780 699,780 699,780

400,000 0 400,000 0 400,000

0 0 0

400,000 400,000 400,000

0 0 0

4,192,858 0 4,192,858 0 4,192,858

1,587,000 1,587,000 1,587,000

1,492,111 1,492,111 1,492,111

53,460 53,460 53,460

1,060,287 0 1,060,287 0 1,060,287

空調衛生設備保守 120,270 120,270 120,270

消防設備保守 32,153 32,153 32,153

電気設備保守 0 0 0

害虫駆除清掃保守 12,862 12,862 12,862

駐車場設備保全費 0 0 0

その他保全費 895,002 895,002 895,002

0 0 0

0 0 0

474,000 474,000 474,000 予算：指定額

0 0 0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

0 0 0

19,296,777 0 19,296,777 0 19,296,777

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

400,000 0 400,000 0 400,000

△ 400,000 0 △ 400,000 0 △ 400,000

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

0 0 0 0 0
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

その他

印紙税
その他

修繕費

光熱水費
清掃費
機械警備費
設備保全費

公租公課
事業所税
消費税

その他

事業費

印刷代
自動販売機手数料
その他

令和5年度　「横浜市都田地域ケアプラザ」

収支予算書及び報告書（一般会計）＜地域活動交流＞

科目
指定管理料
自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）
雑入

共益費

運営協議会経費
自主事業費（指定管理料充当の自主事業）
その他

管理費

自主事業　収支

管理許可・目的外使用許可に関わる収入

管理許可・目的外使用許可に関わる収支
管理許可・目的外使用許可に関わる支出

その他
支出合計

自主事業費　支出

差引

自主事業費　収入

手数料
地域協力費

職員等研修費

旅費

会議賄い費

使用料及び賃借料

備品購入費

印刷製本費

施設賠償責任保険
図書購入費

振込手数料

消耗品費

リース料

その他

本俸

通信費

手当計
健康診断費

事務費

収入合計

支出の部

科目

人件費

勤労者福祉共済掛金
退職給付引当金繰入額

社会保険料

その他



収入の部 （単位：円）
当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

25,513,462 25,513,462 25,513,462 横浜市より
154,000 154,000 154,000 横浜市より

0 0 0 横浜市より
5,544,904 5,544,904 5,544,904 横浜市より

0 0

0 0

115,924 115,924

0 0 0 0 0

0 0

0 0

0 0

115,924 115,924 115,924

31,328,290 0 31,328,290 0 31,328,290

当初予算額
（A）

補正額
（B）

予算現額
（C=A+B）

決算額
（D）

差引
（C-D）

説明

27,705,316 0 27,705,316 0 27,705,316
19,549,778 19,549,778 19,549,778
3,382,800 3,382,800 3,382,800
4,333,338 4,333,338 4,333,338 賞与

20,000 20,000 20,000
0 0 0

419,400 419,400 419,400
0 0

1,299,000 0 1,299,000 0 1,299,000
150,000 150,000 150,000
200,000 200,000 200,000
10,000 10,000 10,000
30,000 30,000 30,000

171,680 171,680 171,680
0 0 0 0 0

自販機目的外使用料（横浜市への支出） 0 0 0

その他 0 0 0
50,000 50,000 50,000

0 0 0
29,784 29,784 29,784
21,600 21,600 21,600
2,000 2,000 2,000

12,456 12,456 12,456
0 0 0
0 0 0

621,480 621,480 621,480
1,084,000 0 1,084,000 0 1,084,000

630,000 630,000 630,000 予算：指定額

100,000 100,000 100,000
154,000 154,000 154,000

0 0 0
200,000 200,000 200,000

0 0
1,113,974 0 1,113,974 0 1,113,974

384,000 384,000 384,000
396,636 396,636 396,636
16,632 16,632 16,632

316,706 0 316,706 0 316,706
空調衛生設備保守 31,970 31,970 31,970
消防設備保守 8,547 8,547 8,547
電気設備保守 0 0 0
害虫駆除清掃保守 3,418 3,418 3,418
駐車場設備保全費 0 0 0
その他保全費 272,771 272,771 272,771

0 0 0

0 0 0
126,000 126,000 126,000 予算：指定額

0 0 0 0 0
0 0 0
0 0 0
0 0 0
0 0 0
0 0 0

31,328,290 0 31,328,290 0 31,328,290
0 0 0 0 0

0 0 0 0 0
454,000 0 454,000 0 454,000

△ 454,000 0 △ 454,000 0 △ 454,000

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による手数料収入

0 0 0 0 0 目的外使用許可（自販機）による横浜市への支出

0 0 0 0 0
※各大項目の内訳については、「その他」欄に集約して記載している場合もあります。

管理許可・目的外使用許可に関わる収入
管理許可・目的外使用許可に関わる支出
管理許可・目的外使用許可に関わる収支

その他
支出合計

差引

自主事業費　収入
自主事業費　支出
自主事業　収支

修繕費
公租公課
事業所税
消費税
印紙税
その他

管理費
光熱水費
清掃費
機械警備費
設備保全費

共益費
その他

協力医
自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【包括】
自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【介護予防】

自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【生活支援】
その他

自主事業費（指定管理料充当の自主事業）【チームオレンジ】

事業費

使用料及び賃借料

備品購入費
図書購入費
施設賠償責任保険
職員等研修費
振込手数料
リース料
手数料
地域協力費
その他

勤労者福祉共済掛金
退職給付引当金繰入額
その他

事務費
旅費
消耗品費
会議賄い費
印刷製本費
通信費

本俸
社会保険料
手当計
健康診断費

その他
収入合計

支出の部

科目

人件費

自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）【包括】
自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）【介護予防】
自主事業収入（指定管理料充当の自主事業）【生活支援】
雑入
印刷代
自動販売機手数料
その他

指定管理料【生活支援】

令和5年度　「横浜市都田地域ケアプラザ」
収支予算書及び報告書（一般会計）＜包括等＞

科目

指定管理料【包括】
指定管理料【介護予防】
指定管理料【チームオレンジ】



Ｒ５年４月１日～Ｒ６年３月31日

（単位：千円）

予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引 予算 決算 差引

3,625 3,625 7,549 7,549 15,067 15,067 0 0

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

事業・負担金収入 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0

3,625 0 3,625 7,549 0 7,549 15,067 0 15,067 0 0 0 0 0 0

0 0 0 18,713 18,713 0 0

0 155 155 1,587 1,587 0 0

0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

2,908 2,908 6,035 0 6,035 0 0 0 0 0 0 0 0 0

利用者負担軽減額 0 0 0 0 0

消費税 0 0 0 0 0

介護予防プラン委託料 2,908 2,908 6,035 6,035 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

0 0 0 0 0

その他 0 0 0 0 0

2,908 0 2,908 6,190 0 6,190 20,301 0 20,301 0 0 0 0 0 0

717 0 717 1,360 0 1,360 -5,234 0 -5,234 0 0 0 0 0 0

※　介護予防プランを他事業者へ委託する場合の取扱は、介護報酬を一旦全額収入に計上した後、他事業者へ委託料として支払う分を支出に計上してください。

※　上記以外の事業を実施している場合は、事業ごとに列を追加して記載してください。

 その他

支出合計（Ｂ）

収支　（Ａ）－（Ｂ）

 介護保険収入

 その他

収入合計（Ａ）

支
出

 人件費

 事務費

 事業費

 管理費

令和5年度　地域ケアプラザ収支予算書及び報告書＜介護保険事業分＞

施設名：横浜市都田地域ケアプラザ

収
入

科目 第1号介護予防支援 介護予防支援 居宅介護支援 通所介護 第１号通所介護



都田地域ケアプラザ　地域包括支援センター

1 春のモーニング・ウォーキング R5
７：共催（１と２と
３）

２：発展させるね
らい

目的を持って楽しみながら運動の習慣を
身に着ける。

１：高齢者

公園などで集合し、準備体操を行ったの
ち、せせらぎ緑道を桜を見ながら歩く。
※雨天は都田地区センター・ケアプラザに
て体操を行う

2
ハマトレ・ひざ痛予防体操開放
ルーム

R5
７：共催（１と２と
３）

２：発展させるね
らい

令和4年度介護予防事業『本気で学ぶな
ら、つだ塾。』参加者からの継続希望の声
を受け、講座終了後も定期的な運動の機
会を提供する。

５：地域

『ハマトレ体験版』と『ひざひざワッくん体
操』のDVDを繰り返し流し、出入り自由な
開放ルームとして実施する。

3
初夏のモーニング・ウォーキン
グ

R5
７：共催（１と２と
３）

２：発展させるね
らい

目的を持って楽しみながら運動の習慣を
身に着ける。

１：高齢者

公園などで集合し、準備体操を行ったの
ち、せせらぎ緑道を桜を見ながら歩く。
※雨天は都田地区センター・ケアプラザに
て体操を行う

4
GOGOアクティブライフ！つだ
塾

R5
７：共催（１と２と
３）

２：発展させるね
らい

介護予防の基礎知識や社会参加が介護
予防・健康づくりに効果的であることを学
び、介護予防G参加への足掛かりとする。 １：高齢者

フレイル総論（ロコモ予防、認知症予防、
社会参加等）、栄養講座、口腔講座、認知
症予防。新しく通ったバスの発着に合わせ
て地域会場（東方町内会館）で開催する。

5
GOGOアクティブライフ！つだ
塾

R5
７：共催（１と２と
３）

２：発展させるね
らい

介護予防の基礎知識や社会参加が介護
予防・健康づくりに効果的であることを学
び、介護予防G参加への足掛かりとする。 １：高齢者

フレイル総論（ロコモ予防、認知症予防、
社会参加等）、口腔講座、認知症予防。地
域のニーズに合わせ、地域会場（折本町
公民館）で開催する。

6 モンクCafé照（介護者の集い) R4
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

養護者・介護者の負担軽減を目的とした
事業を実施し、参加者相互の関係性の構
築と抱え込みの介護や高齢者虐待を予防
する。

５：地域

地域の中心部に位置する眞照寺を会場と
してR4.11より実施。８月１月を除き、毎月
の開催し、茶話会、ミニ出張講座を行う。

7 司法書士巡回相談会 R4
２：地域包括支
援センター運営
事業

１：優先的に取
り組み

成年後見や相続に関する悩みを専門家
（司法書士)と無料で相談できる機会を設
け、総合相談窓口であることを周知し、権
利擁護の意識を高める。

５：地域

地域で開業する司法書士と連携し、成年
後見や相続に関連する相談会を年１回実
施する。

8 こども科学捜査班 令和4年9月
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

都田地区センター地域ケアプラザの周知
啓発 ３：養育者及

び乳幼児
４：子ども・青
少年

●実施内容
安全で簡単にできる「指紋採取」「血液反
応」の体験。犯罪対策や空き巣の手口な
どの捜査関係の簡単な講話。

9 子育て支援者会場 令和4年7月
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

養育者の子育ての不安を軽減・解消。

３：養育者及
び乳幼児

３：養育者及
び乳幼児

●実施内容
地区センタープレイルームで遊ぶ親子か
ら、子育て支援者が必要に応じて相談に
乗る。

●実施時期
毎週金曜日10：00～12：00

10 赤ちゃん会 令和4年7月５：共催（１と３）
１：優先的に取
り組み

子育て世代へ向けた、育児に関する情報
提供や、地域での仲間作り。

４：養育者及
び乳幼児

３：養育者及
び乳幼児

●実施内容
都筑区役所地区担当保健師や、保育士
主導で、手遊びや講話を実施。

●実施時期
毎月第一火曜日　10：00～11：00

11 UVレジンのキーホルダー作り 令和4年8月
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

都田地区センター地域ケアプラザの周知
啓発 ５：地域 ５：地域

●実施内容
外部講師による、アクセサリー作りの講
話・実践。

12 クールシェア　読み聞かせ会 令和4年7月
２：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

都田地区センター地域ケアプラザの周知
啓発。節電。

３：養育者及
び乳幼児

５：地域
●実施内容
スタッフ（大学生）による読み聞かせ

13 放課後の都田 令和4年9月５：共催（１と３）
１：優先的に取
り組み

小学生に放課後過ごす場の提供と「遊び
を教える」「地域の方の交流の機会」を提
供する。

５：子ども・青
少年

４：子ども・青
少年

●事業内容
①ボッチャ大会
②折り紙教室
③カレンダー作り、工作
④昔遊び（けん玉、お手玉、コマ）
⑤その他、勉強等本人の希望に応じて

●実施時期
毎月第2、第3水曜日14：00～16：00

14 リズムに乗ってLeｔ’ｓ体操 令和4年12月
１：地域活動交
流事業

２：優先的に取
り組み

都田地区センター地域ケアプラザの周知
啓発。節電。子育て世代の交流。おやこの
広場「ぷらっとカフェ」の周知啓発。

５：地域
３：養育者及
び乳幼児

●事業内容
講師による「リズム体操」実施。

15 都筑区地域両親教室 令和4年12月
１：地域活動交
流事業

３：優先的に取
り組み

妊娠・出産・育児への理解を深め、夫婦で
協力して育児に取り組む

５：地域
２：障害児・
者

●事業内容
・Popola紹介（10分）
・助産師による講話（50分）
・休憩（５分）
・沐浴体験（５５分）
・マタニティジャケット体験（５分）

令和5年度　自主事業計画書・報告書

No 事業内容・実施時期事業目的
開始
年度

事業
事業の
性質

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

■ 事業

１：地域活動交流事業 ２：地域包括支援センター運営事業

３：生活支援体制整備事業 ４：共催（１と２） ５：共催（１と３）

６：共催（２と３） ７：共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１：優先的に取り組みが求められる事業

２：福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１：高齢者 ２：障害児・者 ３：養育者及び乳幼児

４：子ども・青少年 ５：地域 ６：事業者

７：その他



No 事業内容・実施時期事業目的
開始
年度

事業
事業の
性質

合計

実施
回数

延べ
参加
人数

事業名
主な

対象者

従たる
対象者

(複数選択
可）

■ 事業

１：地域活動交流事業 ２：地域包括支援センター運営事業

３：生活支援体制整備事業 ４：共催（１と２） ５：共催（１と３）

６：共催（２と３） ７：共催（１と２と３）

■ 事業の性質

１：優先的に取り組みが求められる事業

２：福祉保健活動に発展させることを

ねらいとした事業

■ 主な対象者、従たる対象者

１：高齢者 ２：障害児・者 ３：養育者及び乳幼児

４：子ども・青少年 ５：地域 ６：事業者

７：その他

16 秋のスペシャルコンサート 令和4年11月５：共催（１と３）
４：優先的に取
り組み

ケアプラザの周知啓発。子育て世代や、
障がいをお持ちの方に気軽にコンサートを
楽しんで頂く機会の提供。 ５：地域 ５：地域

●事業内容
地域のボランティア団体による演奏会。

●実施時期
２０２２年１１月

17
羊毛フェルトで作るX’ｓオーナ
メント

令和4年12月
１：地域活動交
流事業

７：優先的に取
り組み

羊毛フェルトでクリスマスツリーをかたどっ
たオーナメントを作り季節を感じてもらう

５：地域
４：子ども・青
少年

●事業内容
　羊毛で作ったフエルトの土台に、色とりど
りの羊毛を特殊な針を使って貼り付けてい
きます。好きにアレンジして、自分だけのも
みの木オーナメントを作る。

18 折り紙で作るクリスマスリース 令和4年12月
１：地域活動交
流事業

８：優先的に取
り組み

 
小学生から高齢者までを対象におり紙で
季節に合わせたリース作りを楽しんでもら
う

１：高齢者
４：子ども・青
少年

●事業内容
リースの土台から飾り付けまですべてを折
り紙で、季節を彩るクリスマス用のリース
を作る。

●実施時期
2023年12月

19 貸館利用団体説明会 令和4年12月５：共催（１と３）
９：優先的に取
り組み

貸館ルールの周知、貸館利用団体の交
流。

１：高齢者 ５：地域

●事業内容
ケアプラザ登録団体に向けて貸館ルール
説明会実施。「すごろくトーク」で貸館利用
団体の交流を図る。

●実施時期
2023年12月

20 冬の星空めぐり 令和5年1月
１：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

施設の周知啓発 ４：子ども・青
少年

●事業内容
スター万華鏡作り

21 スタイルアップストレッチ 令和5年2月
２：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

施設の周知啓発
７：その他

●事業内容
講師指導の下ストレッチ実施

22 手ぶらで通園バックを作ろう 令和5年2月
３：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

子育て世代の交流

３：養育者及
び乳幼児

●事業内容
ボランティアスタッフによる通園バック制作
指導。
●実施時期
2月

23 親子でスタンプラリー 令和5年1月
４：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

関連施設の周知啓発
３：養育者及
び乳幼児

●事業内容
関連施設でスタンプラリー実施
●実施時期
１２月

24 こども科学実験 令和5年3月
５：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

関連施設の周知啓発
４：子ども・青
少年

●事業内容
講師による科学実験講座
●実施時期
7月、8月、3月

25 パーソナルカラー講座 令和5年3月
６：地域活動交
流事業

１：優先的に取
り組み

関連施設の周知啓発

５：地域

●事業内容
講師によるパーソナルカラー講座
●実施時期
3月

26 楽しいトールペイント 令和5年4月
７：地域活動交
流事業

２：優先的に取
り組み

趣味の講座・仲間づくり

６：地域

●事業内容
講師によるトールペイント講座
●実施時期
4月

27 春のコンサート 令和6年3月
８：地域活動交
流事業

４：優先的に取
り組み

ケアプラザの周知啓発。子育て世代や、
障がいをお持ちの方に気軽にコンサートを
楽しんで頂く機会の提供。 ５：地域 ５：地域

●事業内容
地域のボランティア団体による演奏会。

●実施時期
２０２4年3月

28 初夏のコンサート 令和５年７月
８：地域活動交
流事業

４：優先的に取
り組み

ケアプラザの周知啓発。子育て世代や、
障がいをお持ちの方に気軽にコンサートを
楽しんで頂く機会の提供。 ５：地域 ５：地域

●事業内容
地域のボランティア団体による演奏会。

●実施時期
２０２3年7月

29 座うんどう 令和4年10月
７：共催（１と２と
３）

１：優先的に取
り組み

介護予防の運動をしながら、健康の維持
向上、参加者間の交流を図る。施設の周
知、利用促進を図る。

１：高齢者 ５：地域

●事業内容
講師指導の下、クラシック音楽を聴きなが
ら、介護予防、認知症予防を意識した、椅
子に座ってできる運動を行う。

●実施時期
毎月第２・４水曜日10：00～11：30
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